
1Copyright (c) House Foods Group Inc. All rights reserved

輸入食品の安全・安心にかかる
ハウス食品グループの
取り組みについて

2026年 1月28日、2月9日

ハウス食品グループ本社 品質保証統括部

MSJFN
テキスト ボックス
資料３




2Copyright (c) House Foods Group Inc. All rights reserved

目次

１．ハウス食品グループの会社紹介

２．ハウス食品グループの品質保証

３．輸入食品の安全性確保に関する取組み

・ 品質リスク情報の収集とマネジメント

・ 資材品質向上活動

・ グローバルGAP認証の取得



3Copyright (c) House Foods Group Inc. All rights reserved

目次

１．ハウス食品グループの会社紹介

２．ハウス食品グループの品質保証

３．輸入食品の安全性確保に関する取組み

・ 品質リスク情報の収集とマネジメント

・ 資材品質向上活動

・ グローバルGAP認証の取得



4Copyright (c) House Foods Group Inc. All rights reserved

ハウス食品グループの会社紹介

創業 1913年
薬種化学原料店 「浦上商店」 として大阪で創業
家庭の幸福を願った創業の志を受け継ぎながら、いつの時代も新たな
食文化の創造に取り組んできました。

グループ
従業員数 ６,666人

海外従業員は2,277人 女性管理職比率は13.6%
スパイスのように様々な文化・風土が交わったマルチカルチャーな
グループへと変革しています。（2025年3月現在）

グループ
理念

食を通じて人とつながり、笑顔ある暮らしを
共につくる グッドパートナーをめざします。
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売上構成

売上 3,154億円
グループの強みを最大限に発揮できるようバリューチェーン視点の成長に取り組んでいます。
（2025年3月現在）

＜2025年３月期 セグメント別＞
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【国内】 高いシェアを持つ分野

高いシェアを
持つ製品

＜出典：（株）インテージSRI＋月次データ（2024年4月～2025年3月）＞
          

ルウカレー

61.9%

ルウシチュー

65.9%

レトルトカレー

27.6%

壱番屋
店舗数 1,480店舗

カレーハウスCoCo壱番屋」を中心に国内1,264店舗、海外216店舗
を展開しています。（2025年2月現在）
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海外展開

海外展開 24.9％
米国TOFU事業、中国カレー事業、タイ機能性飲料事業など、日本で培った
技術力と現地の食文化を融合した事業を展開しています。（2025年3月現在）
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外食事業

イチバンヤUSA

ｲﾁﾊﾞﾝﾔｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙUSA

壱番屋香港

壱番屋

海外食品事業香辛調味加工食品事業 その他食品関連事業

ハウス食品

サンハウス食品

サンサプライ

ハウスあいﾌｧｸﾄﾘｰ

朝岡スパイス

ハウス物流サービス

ハウス食品分析ﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ

HFホールディングUSA

ハウスオソサファフーズ

ハウスフーズベトナム

エルブリトー

ハウスビジネス
パートナーズ

台湾ハウス食品
ハウス＆ヴォークスインドネシア

グループ企業

ヴォークストレーディング

ティムフード

ジャワアグリテック

ハウスギャバン
ギャバンスパイス

マニュファクチャリング

マロニー

ハウス食品（中国）投資

竹井

台湾壱番屋

壱番屋ﾚｽﾄﾗﾝ管理(中国)

ハウスフーズアメリカ

上海ハウス食品

大連ハウス食品

浙江ハウス食品

健康食品事業

ハウスウェルネスフーズ

イチバンヤUK

大黒商事

キーストーン

ハウス食品グループ本社 パッチワーク
キルト

ハウス食品グループ
東北工場

ハウスビーナチュラ（ドイツ）
ハウスフーズインドネシア

ササハウスフーズインドネシア

LFD JAPAN

KOZOU

壱番屋国際香港

ハウス食品グループ
アジアパシフィック
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10ハウス食品グループの品質方針

品質理念

行動指針

私たちは、「お客様」 の生活に役立ち 「お客様」 に認めて頂ける価値ある商品・サービスを提供することで、
「お客様」 の食生活と健康に貢献していきます。

ハウス食品グループの一人ひとりが、以下の行動指針に則って行動していきます。

１．お客様の立場に立って、誠実に行動します。
２．お客様の安全を何よりも優先して徹底します。
３．お客様の声に耳を傾け、お客様起点で商品・サービスの開発と改善を継続します。
４．お客様の信頼に応えるため、正確で分かりやすい情報を提供していきます。

判断基準は、「お客様」 の視点
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11品質保証体制

品質保証統括部

国内

ハウス食品
ハウスギャバン
マロニー
ハウスウェルネスフーズ
壱番屋
ヴォークス・トレーディング

米国
中国
タイ
ベトナム
インドネシア
マレーシア
台湾

各社に品質保証部

各拠点に品質保証の機能海外

ハウス食品グループ本社 
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12品質保証体制

グループ各社の品質保証責任者と連携し、グループとして品質保証活動を実施

グループ品質保証会議
（年１回）

グループ経営会議

グループ品質保証責任者会議 
（国内・海外／年４回）

国内事業会社 海外事業会社
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13品質保証の基本的な考え方

危機管理

製品開発

お客様

原料
調達

物流 販売
製品
製造

生産地

フードチェーン

消費 苦情

製品
企画

製品
設計

表示
作成

『検査ではなく、プロセスで保証する』
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14原料調達

農薬の適正使用の確認 定期的な訪問（収穫時） 洗浄工程

X線検査検品工程 ハザードの分析

圃場 圃場 加工場

加工場 加工場 検査

検査データではなく、正しいプロセスを経ていることが大切
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15製品開発

品質アセスメント

製品設計において、安全性、品質、関連法令など、チェック項目を設定し、適合しているか確認

①パッケージ表示から製品がイメージできるか、

②開けやすいか、③パッケージの作り方通りにきちんと作れるか

④いつでも安全に同じように調理できるか、⑤分別しやすいか

製品仕様評価

お客様が 「購入するところ」 から 「使い終わって捨てられる」 までの製品の使い勝手を評価

パッケージ表示

作成した表示の根拠が適切かどうか、法律に違反していないかどうか確認
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16製品製造

製造工場では、異物混入防止、検査、フードディフェンス等、様々な取組みを実施

異物混入防止 検査

ストレーナー

X線検査

洗浄後のアレルゲン検査官能評価 検査（pH、Brix等）

体毛・毛髪・異物を
混入させない制服

フードディフェンス

室内にカメラを設置
工具備品の員数管理

指静脈認証
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17お客様の声の活用



18Copyright (c) House Foods Group Inc. All rights reserved

18お客様の声の活用

お客様 「使い方がよくわかりません」 優れたコミュニケーションデザインを
表彰する 「UCDAアワード2024」

• 十分な行間、QRの活用によるスペースの確保

• 出来上がりに影響する必要な行動を可視化

• 簡潔な言い切り形に変え、文字数削減

• 自然な導線（絵だけでも工程が分かる）

• 多様な色覚ユーザーに配慮し、赤字×下線で
強調

• 意味を持たせた色使い

「見やすい」 「伝わる」 を実現



19Copyright (c) House Foods Group Inc. All rights reserved

19危機管理

食品事故に備えて、対応マニュアルを整備

初動対応マニュアル 製品回収マニュアル

〇〇会社
品質保証部

〇〇会社
品質保証部

製品回収を実施する際の関連部署の役割を定める異常発生時の関連部署の動きを定める
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21品質リスク情報の対応体制

品質リスクマネジメント会議
（月１回）

情報収集
情報の

集約・共有
自社への
影響評価

対応協議

収集した品質リスク情報を一か所に集約し、毎月の会議で共有
自社への影響を評価し、必要に応じて、対応を協議
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22品質リスク情報の収集

事業展開国を中心に、「規制」 や 「検疫」 に関する情報を幅広く収集

厚生労働省、農林水産省、消費者庁、食品安全委員会



23Copyright (c) House Foods Group Inc. All rights reserved

23品質リスク情報のマネジメント

予想される
リスク

実態×
リスク情報の正しい理解
自社製品の把握

原料・製品データベース
原料メーカー等への聞き取り

影響の大きさがすぐにわからない場合がある

→ 情報を一か所に集約して、複数の関係者の目を通す

自社製品の影響評価
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24資材品質向上活動

資材トラブルの発生を未然防止するために、
サプライヤーを訪問し、サプライヤーと協働で、

資材の品質向上と潜在的不適合に対する是正処置を行う

資材品質向上推進チーム 資材品質向上会議
（3カ月に1回）

・課題抽出
・活動テーマの選定
・活動計画の策定
・活動の進捗管理

調達部門、生産部門、品質保証部門

・資材トラブル事例の共有
・活動の共有

インプット

資材品質向上活動
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25
資材トラブルのランク分け と サプライヤー評価

資材トラブルのランク分け

サプライヤー評価：事故件数と改善課題の観点で評価

分類 基準

Aランク 回収の可能性があるもの

Bランク 工場での生産を大きく低下させるもの、検査異常、危害性が低い異物

Cランク 異物・夾雑物以外の不良、原料由来の夾雑物

分類 基準

重点管理 顕在した不適合や不備の是正が必要

通常管理 改善の効果を経過観察する必要がある

一任管理 継続的な改善努力はお願いするも、直面する課題はない
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26実績：資材トラブルの推移

資材トラブルは、年々減少している
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27インドネシアでのわさび栽培

⚫ 1992年よりインドネシアでわさびの栽培を開始
⚫ わさび栽培としては世界最大規模
⚫ 収穫したわさびを冷凍加工して日本等へ輸出
⚫ 2021年に 「グローバルGAP認証」 を取得
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28グローバルGAP認証

労働安全 環境保全

主要な管理ポイントは３つ

食品安全 農薬の管理、微生物汚染の低減、…

土壌管理、水の再利用、…農作業中の事故回避、…

持続可能な農業生産を実践する世界基準の仕組み
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29食品安全の取組み（圃場）

農薬の正しい使用

作業者への衛生教育

農薬散布記録 清潔なトイレ

圃場からの速やかな移動

水質検査
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30工場での取組み

洗浄 カット 凍結

微生物検査異物検査

検品
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31

ご清聴ありがとうございました
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